
 

 

１）現代文明論を中心とした東海大学型リベラルアーツの構築（科目構成、カリキュラムポリシ

ーの策定とその具体化） 

Ⅱ-139



 

 

 

Ⅱ-140



 

 

２）学びの選択を広げるセメスター制度ときめ細かい指導が可能な GPA 制度 

Ⅱ-141



 

３）授業形態と単位の関係、単位互換、開設授業における専・兼比率（東海大学学則第６章等、

大学基礎データ表４、表５など参照） 

 

Ⅱ-142



 

４）多様なフィールドを支援する組織的な活動（外国語センター、情報教育センター、課程資格

センターなど） 

Ⅱ-143



 

 

５）導入教育と多彩な支援プログラム（教育支援センター、チャレンジセンター、キャンパス間

留学制度） 

Ⅱ-144



 

Ⅱ-145



 

Ⅱ-146



 

Ⅱ-147



 

 

＜目標の達成度＞ 

 
 

Ⅱ-148



 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

Ⅱ-149



 

＜問題点の改善方法＞ 

 

１）PDCA サイクル（科目達成度と成績評価指標の明示、シラバスの改善、学力実態に応じた授業

改善） 

２）成績評価と履修指導 

 

Ⅱ-150



 

 

３）教育効果の測定と授業アンケート 

 

 
 

 

＜目標の達成度＞ 

 

Ⅱ-151



 

Ⅱ-152



 

＜長所としてあげられる事項＞ 

 

 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

 

＜問題点の改善方法＞ 

 

１）国内外との教育研究交流 

Ⅱ-153



 

 

  

  

Ⅱ-154



 

 

＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-155



 

 

Ⅰ）大学院研究科の教育課程 
 

 
 

Ⅱ-156



 

 

 

Ⅱ-157



 

１）大学院入学について 

 

 
 

 
２）授業形態と単位の関係 

Ⅱ-158



 

 

３）単位互換、単位認定等 

４）社会人、外国人留学生等への教育上の配慮 

 

Ⅱ-159



 

 

Ⅱ-160



 

 
５）連合した理工系博士課程 

６）連携大学院の教育課程 

 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

 
  

 

 
 

 
 
Ⅱ）大学院研究科の教育方法等 
 
１）教育効果の測定 

 
２）成績評価法 

 
３）研究指導・支援等 

Ⅱ-161



 

 
４）医学系大学院の教育・研究の指導 

 
５）「連携大学院」における研究指導等 

 
６）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

 

 
Ⅱ-2 国内外との教育研究交流 

１）国内外との教育研究交流 

 
 

Ⅱ-162



 

Ⅲ 大学院研究科の学位授与・課程修了の認定  
 
１）学位授与 

 
２）専門職大学院の修了要件等 

 
３）課程修了の認定 

 
 

 

＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-163



 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

 

 

Ⅱ-164



 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-165



 
 

 

１）国内外との教育研究交流 

国際化への対応と国際交流の推進に関する基本方針の適切性 

Ⅱ-166



 
 

国際化への対応と国際交流の推進に関する基本方針の適切性

 

＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-167



 
 

Ⅱ-168



 
 

Ⅱ-169



 
 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-170



 
 

Ⅱ-171



 

 

 
 
 

 
 
１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

 
 

Ⅱ-172



 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・目

的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養および総合的な判断力を培い、豊かな人間

性を涵養」するための措置の適切性 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

 

Ⅱ-173



 

 

       

 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

 
２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

Ⅱ-174



 

３）カリキュラムと国家試験 

国家試験につながりのあるカリキュラムを持つ学部・学科における、カリキュラム編成の適切性 

 
４）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
５）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

 
６）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-175



 

 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-176



 

 
 
１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性 

卒業生の進路状況 

 
２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

Ⅱ-177



 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

 
３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

 
４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント（FD））およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

Ⅱ-178



 

学生による授業評価の活用状況 

 
５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-179



 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 

Ⅱ-180



 

 

 
 
 

 
 
１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

Ⅱ-181



 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・目

的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養および総合的な判断力を培い、豊かな人間

性を涵養」するための措置の適切性 

Ⅱ-182



 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の養成」のための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所用総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性・妥当性 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

 
２）カリキュラムにおける高大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実態状況 

Ⅱ-183



 

国家試験につながりのあるカリキュラムを持つ学部・学科における、カリキュラム編成の適切性 

 
３）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目単位計算方法の妥当

性 

 
４）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修を単位認定している学部・学科等における、そうしたシステムの実施の

適切性（大学設置基準第 28 条第２項、第 29 条） 

 
５）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

Ⅱ-184



 

 
 

 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 
 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

Ⅱ-185



 

 
 
＜長所の伸張方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の妥当性 

  
  
  
  
  

卒業生の進路状況 

 

 

Ⅱ-186



 

 
２）成績評価方法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

履修科目登録の上限制限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の妥当性 

 
３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

Ⅱ-187



 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

 
４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント（FD））およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用方法 

 
５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

Ⅱ-188



 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 

 

Ⅱ-189



 

＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸張方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-190



 

 

 

 
 
 

 
 
１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科の等の理念・

目的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

Ⅱ-191



 

 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養および総合的な判断力を培い、豊かな人間

性を涵養」するための措置の適切性 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

 
２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

国家試験につながるカリキュラムを持つ学部・学科における、カリキュラムの適切性 

Ⅱ-192



 

 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

 

兼任教員等の教育課程への関与の状況  

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

Ⅱ-193



 

 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 

１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性 

卒業生の進路状況 

 
２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

Ⅱ-194



 

 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

 
３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

 

４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント（FD））およびその有効性 

Ⅱ-195



 

 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

 

 

 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

Ⅱ-196



 

 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

Ⅱ-197



 

 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 

Ⅱ-198



 

 

 
 
 

 
 
１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・目

的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

Ⅱ-199



 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養および総合的な判断力を培い、豊かな人間

性を涵養」するための措置の適切性 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位数に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

 

 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

Ⅱ-200



 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

 
２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

 
３）カリキュラムと国家試験 

国家試験につながりのあるカリキュラムを持つ学部・学科における、カリキュラム編成の適切性 

 
５）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

Ⅱ-201



 

 
６）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第２

項、第 29 条） 

 
７）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-202



 

 

 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 

＜改善が必要な事項＞ 

Ⅱ-203



 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性 

卒業生の進路状況 

Ⅱ-204



 

 
２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

 
３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

Ⅱ-205



 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

 
４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント（FD））とその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

Ⅱ-206



 

学生による授業評価の活用状況 

 
５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

Ⅱ-207



 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

 

 
 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-208



 

 

 

 

Ⅱ-209



 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 

  
＜長所の伸長方法＞ 

Ⅱ-210



 

 
＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-211



 

 

 
 
 

 
 
１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・目

的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

Ⅱ-212



 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い豊かな人間性を

涵養」するための配慮の適切性 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

Ⅱ-213



 

 

 
２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

 
３）カリキュラムと国家試験 

国家試験につながりのあるカリキュラムを持つ学部・学科における、カリキュラム編成の適切性 

 

Ⅱ-214



 

４）インターンシップ、ボランティア 

インターンシップを導入している学部・学科等における、そうしたシステムの実施の適切性 

ボランティア活動を単位認定している学部・学科等における、そうしたシステムの実施の適切性 

 
５）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
６）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

 
７）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

Ⅱ-215



 

 

 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 
８）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人学生、外国人留学生、帰国生徒に対する教育課程編成上、教育指導上の配慮 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 

 

 

Ⅱ-216



 

＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 

 
＜長所の伸長方法＞ 

Ⅱ-217



 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性 

卒業生の進路状況 

 

 
２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

Ⅱ-218



 

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

 
３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

 
４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント（FD））およびその有効性 

Ⅱ-219



 

 

 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-220



 

 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 

 

Ⅱ-221



 

＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 

Ⅱ-222



 

3-56 
 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

Ⅱ-223



 

3-57 
 

 

 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

Ⅱ-224



 

3-58 
 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・目

的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

一般教育的授業科目の編成における「幅広く深い教養および総合的な判断力を培い、豊かな人間

性を涵養」するため配慮の適切性 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

 
 

Ⅱ-225



 

3-59 
 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

 
２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

 
３）カリキュラムと国家試験 

国家試験につながりのあるカリキュラムを持つ学部・学科におけるカリキュラム編成の適切性 

 
４）インターンシップ・ボランティア 

インターンシップを導入している学部・学科等における、そうしたシステムの実施の適切性 

 
５）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
６）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

Ⅱ-226



 

3-60 
 

 
７）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 

Ⅱ-227



 

3-61 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性 

卒業生の進路状況 

 

Ⅱ-228



 

3-62 
 

２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

 
３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

Ⅱ-229



 

3-63 
 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

 
４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント（FD））およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

Ⅱ-230



 

3-64 
 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 

 
＜長所の伸長方法＞ 

Ⅱ-231



 

3-65 
 

 
＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-232



 

 

 

１）学部・学科等の教育課程 

教育目標実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・目

的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

Ⅱ-233



 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性

を涵養」するための措置の適切性 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

Ⅱ-234



 

２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

３）カリキュラムと国家試験 

国家試験につながりのあるカリキュラムを持つ学部・学科における、カリキュラム編成の適切性 

４）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

５）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

６）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

Ⅱ-235



 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-236



 

 

１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性 

卒業生の進路状況 

２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

各年次及び卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

Ⅱ-237



 

４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント（FD））及びその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性 

 

＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-238



 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-239



 

多様な学生を受け入れるため、学生自身が必要と考える基礎学力やリテラシーを学べるような

環境とシステムを整備する。

学力に秀でた学生に対してより深く学べるような環境とシステムも整備する。

カリキュラムポリシーの策定とその具体化を図る。育成する人材像を学則や要覧に明文化し、

授業要覧やシラバスに具体的な目標を明確に記載した教育プログラムを確立する。

多様な学生に対応するために、学生一人ひとりへの対応システムを構築し、指導教員制度の

充実と、学生支援システムの活用を定着させる。

学力に秀でた学生の学習意欲を高めるため、到達度と成績評価指標の明示を進める。また学

習経験に応じて効果的な履修形態が可能となるカリキュラム改善を進める。

ウェブ等を活用した電子的手段を活用した教育方法の構築も進める。

 

１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科の等の理念・

目的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

Ⅱ-240



 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性

を涵養」するための措置の適切性 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

124 6.5
4.8
6.5

92 74.2 30 62
34 58 10 8.1

 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

12 10
25 64 101 240

21
 

 

２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

Ⅱ-241



 

３）カリキュラムと国家試験 

国家試験につながりのあるカリキュラムを持つ学部・学科における、カリキュラム編成の適切性 

４）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
５）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

 
６）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 

＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-242



 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

 

１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性

卒業生の進路状況 

Ⅱ-243



 

２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性  

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

100

 

３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

 

Ⅱ-244



 

４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント（FD））およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性 

 

＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-245



 

＜長所としてあげられる事項＞ 

 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

 
 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-246



 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

「専攻に係わる専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・

目的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

Ⅱ-247



 

一般教養科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養」

するための配慮の適切性 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

 

 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

Ⅱ-248



 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

 
２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

 
３）カリキュラムと国家試験 

国家試験につながりのあるカリキュラムを持つ学部・学科における、カリキュラム編成の適切性 

 
４）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
５）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

 
６）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

Ⅱ-249



 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

Ⅱ-250



 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-251



 

 
 
 

 
 
１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性 

卒業生の進路状況 

 
２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

 

Ⅱ-252



 

３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

 
４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロプメント（FD））及びその有効性 

シラバスの作成とその活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 

Ⅱ-253



 

５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

「遠隔授業」による授業科目を認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の適切

性 

 
 

 
＜目標の達成＞ 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

Ⅱ-254



 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 

Ⅱ-255



 

 

 
 
 

 
 
１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

 

Ⅱ-256



 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

「専攻に係わる専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・

目的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性

を涵養」するための配慮の適切性 

 

Ⅱ-257



 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性 

 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

Ⅱ-258



 

 

 

 
 
２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

Ⅱ-259



 

 
３）カリキュラムと国家試験 

国家試験につながりのあるカリキュラムを持つ学部・学科における、カリキュラム編成の適切性 

 
４）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
５）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

 

Ⅱ-260



 

 
６）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-261



 

 

 

 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

Ⅱ-262



 

 
 

 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性 

 

Ⅱ-263



 

 

 

Ⅱ-264



 

卒業生の進路状況 

 

 
２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

Ⅱ-265



 

 

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

 
３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

Ⅱ-266



 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

 
４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント（FD））およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

Ⅱ-267



 

 

５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-268



 

 

 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 

 
＜長所の伸長方法＞ 

Ⅱ-269



 

＜問題点の改善方法＞ 
 

 
 

Ⅱ-270



 

3-73 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 
 
 

 
 
１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

Ⅱ-271



 

3-74 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・目

的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養および総合的な判断力を培い、豊かな人間

性を涵養」するための配慮の適切性 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

Ⅱ-272



 

3-75 

 
２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

 
３）カリキュラムと国家試験 

国家試験につながりのあるカリキュラムを持つ学部・学科における、カリキュラム編成の適切性 

 
４）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
５）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

Ⅱ-273



 

3-76 

 
６）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

 
    
   
   

 

 
   
    
   
   

 
 

   
 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 

Ⅱ-274



 

3-77 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸張方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性 

Ⅱ-275



 

3-78 

卒業生の進路状況 

 
２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

 
３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

Ⅱ-276



 

3-79 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

 
４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント（FD））およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

Ⅱ-277



 

3-80 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運営の

適切性 

 
 
＜目標の達成度＞ 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 

Ⅱ-278



 

3-81 

 
 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 

Ⅱ-279



 

 

 

 

 
 
 

 
 
１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

Ⅱ-280



 

 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・目

的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養および総合的な判断力を培い、豊かな人間

性を涵養」するための配慮の適切性 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

Ⅱ-281



 

 

 
２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

 
３）カリキュラムと国家試験 

国家試験につながりのあるカリキュラムを持つ学部・学科における、カリキュラム編成の適切性 

 
４）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の適

切性 

 
５）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

Ⅱ-282



 

 

 
６）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 
７）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人学生、外国人留学生、帰国生徒に対する教育課程編成上、教育指導上の配慮 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 
＜長所としてあげられる事項＞  

 
＜改善が必要な事項＞  

Ⅱ-283



 

 

 
 

 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性 

Ⅱ-284



 

 

卒業生の進路状況 

07年度 06年度

決定率 決定率 決定率

23 ( 3) 18 ( 1) 1 117 ( 1) 6 94.4% 97.3% 100.0% 5 ( 2) 〈 1〉 3 ( 2) 2 95.7%

107 ( 3) 91 ( 2) 4 887 ( 2) 22 95.6% 98.2% 96.0% 16 ( 1) 〈 2〉 4 1 11 ( 1) 96.3%

62 51 4 447 1 13 92.2% 97.8% 92.3% 11 〈 3〉 3 1 7 93.5%

40 ( 6) 35 ( 6) 1 334 ( 6) 1 （1） 14 97.1% 100.0% 97.7% 5 〈 1〉 3 0 2 97.5%

232 (12) 195 ( 9) 10 1185 ( 9) 2 （1） 55 94.9% 98.3% 96.2% 37 ( 3) 〈 7〉 13 ( 2) 2 22 ( 1) 95.7%

※3月31日現在

《注釈》①（　　）は女子数で内数。

　　　　 ② 「卒業者数」は２００９年３月１９日卒業者数（９月卒業を含む）。

          ③ 「決定率」＝「決定者数」÷「就職希望者数」

          ④ 「大学院進学」の〈　　〉の数は東海大学大学院産業工学研究科への進学者数。

          ⑤ 「専門学校等｣ は専門学校、他大学への編入、留学等。 

          ⑥ 「自営｣ は継続的に本業として家業に従事するものまたはプロ野球選手、プロゴルファー、プロモデルなど独立の仕事に就いたもの。

           ⑧「進路決定率」は「就職決定者」と「大学院進学、専門学校等、自営、公務員希望など進路が決まった者」の合計を「卒業者数」で割ったもの。

大学院進学

進路決定
率専門学校等

就　職　決　定　状　況

建築学科

環境保全学科

就  職 就　職 就 職 斡 旋 以 外 の 進 路 

その他計うち公務員

電子知能システム工学科

産業工学部計

決定者数

          ⑦ 「その他」 は研究生・青年海外協力隊・農業研修・資格取得・ワーキングホリデーなどの進路を希望する者、次年度公務員受験希望、自己開拓、縁故など。

機械システム工学科

卒業者数
うち上場企業希望者数 未決定者数

学     科

 

 
２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

 
３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

 

Ⅱ-285



 

 

４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント（FD））およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
５） 授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-286



 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞  

 
＜改善が必要な事項＞  

 
 

 

Ⅱ-287



 

 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 

Ⅱ-288



 

 

 

 

 
 
１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・目

的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

Ⅱ-289
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 100  301 

 100  110  

 200  111  

 

 
300  200 

 300  200 

 200  302  
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 200  401  
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 100 UNIX  300 

 100  202 

 100  203 

 103   300 

 108   300 

 201   101  

 300  302  

 301  401  

 200  405  

 200    

Ⅱ-290



 

 

       
 

 

 

 

 

 100   350 

 100  340 

 100  360 

 100  100 

 100  310  

 100  320 

 100  330 

 200  410 

      

 

 

 

 

 

 100  353 

 100  100  

 100  114 

 100   301 

 355  405  

 354  404  

 352  401  

      

 

 

 

 

 

 100  200  

 100  200  

 100   330 

 200   334 

 200   402  

 100   401 

 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性

を涵養」するための配慮の適切性 

Ⅱ-291



 

 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

 

 
 
 
 

Ⅱ-292



 

 

２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

 

 
３）カリキュラムと国家試験 

国家試験につながりのあるカリキュラムを持つ学部・学科における、カリキュラム編成の適切性 

 
４）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
５）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学習の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

Ⅱ-293



 

 

感性デザイン

学科

情報通信

工学科

物質

化学科

生物

工学科

医用生体

工学科

認定者数 ４ ０ ０ ２ ５

専門 ３ ０ ０ ０ ４大

学

等
専門外 ０ ０ ０

専門 ０ ０ ０ ０ ０そ

の

他
専門外 ６ ０ ０ ６ ２

一人当たり 単位 人 ０ ０ ３

 
６）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

 

  
  

 ( ) ( ) 
 

  

   

  

   

   

   

   

   

  

   

 － － － －  
 

 － － － －  

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

Ⅱ-294



 

 

 

 
 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-295



 

 

 

１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性 

 

 

卒業生の進路状況 

 
２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

Ⅱ-296



 

 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

各年次及び卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

 
３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

Ⅱ-297



 

 

 
４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント(FD)）及びその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

Ⅱ-298



 

 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部における、そうした制度の運用の適

切性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 

 

Ⅱ-299



 

 

 
 

 

 

 

 

 
2009  

 
 

 
e-Learning   

Room
 

  
 89 12 13 18  

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 
 

Ⅱ-300



 

 

 
 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 

Ⅱ-301



 

 

 

 
 
 

 
 
１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第 1項） 

Ⅱ-302



 

 

科目区分名称 対象学科 開講科目 

学部共通科目 全学科 海洋概論・海洋実習Ⅰ・海洋実習Ⅱ 

海洋工学類 
海洋建設工学科・環境情報工学

科・船舶海洋工学科 

海洋理学類 海洋資源学科・海洋科学科 

海洋生物資源学類 水産学科・海洋生物学科 

学類 

共通 

科目 

文化商船学系 海洋文明学科・航海学科 

各学問分野を考慮した 

自然科学系専門基礎科目 

 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・目

的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

Ⅱ-303



 

 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性

を涵養」するための措置の適切性 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位数に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

Ⅱ-304



 

 

科目区分（学科名） 必修科目単位数 選択科目単位数 

Ⅰ現代文明論科目 2 12 

Ⅱ現代教養科目（文系学科） 2 8 

（理系学科） 2 8 

Ⅲ外国語コミュニケーション科目 8 28 

Ⅳ主専攻科目     

海洋文明学科 14 112 

海洋建設工学科 26 143 

環境情報工学科 20 99 

船舶海洋工学科 20 130 

海洋資源学科 16 169 

海洋科学科 22 137 

水産学科 22 132 

海洋生物学科 22 127 

航海学科航海専攻 21 122 

航海学科国際物流専攻 25 69 

Ⅴ自由選択科目 

（全学共通科目を含む） 

0 1050 

 

学科名 Ⅰ現代文明論

科目 

Ⅱ現代教養科

目 

Ⅲ外国語 Ⅳ主専攻科目

（％） 

Ⅴ自由選択科目（％）

海洋文明学科 8 6 8 58 

（46.8） 

44 

（35.5） 

海洋建設工学 8 6 8 82 

（66.1） 

20 

（16.1） 

環境情報工学科 8 6 8 72 

（58.1） 

30 

（24.2） 

船舶海洋工学科 8 6 8 90 

（72.6） 

12 

（9.7） 

海洋資源学科 8 6 8 82 

（66.1） 

20 

（16.1） 

海洋科学科 8 6 8 86 

（69.4） 

16 

（12.9） 

水産学科 8 6 8 92 

（74.2） 

10 

（8.1） 

海洋生物学科 8 6 8 82 

（66.1） 

20 

（16.1） 

航海学科航海 

専攻 

8 6 8 82 

（66.1） 

20 

（16.1） 

航海学科国際 

物流専攻 

8 6 8 82 

（66.1） 

20 

（16.1） 

 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

Ⅱ-305



 

 

 

科目区分（学科名） 必修科目単

位数 

卒業所要総

単位数 

専門科目の中の必

須科目の比率 

卒業単位数の中に占める

必須科目の比率 

Ⅰ現代文明論科目 2    

Ⅱ現代教養科目（文系学科） 2    

（理系学科） 2    

Ⅲ外国語コミュニケーション科目 8    

Ⅳ主専攻科目       

海洋文明学科 14 58 24.1 22.6 

海洋建設工学科 26 82 31.7 32.3 

環境情報工学科 20 72 27.8 27.4 

船舶海洋工学科 20 90 22.2 27.4 

海洋資源学科 16 82 19.5 24.2 

海洋科学科 22 86 25.6 29.0 

水産学科 22 92 23.9 29.0 

海洋生物学科 22 82 26.8 29.0 

航海学科航海専攻 21 82 25.6 28.2 

航海学科国際物流専攻 25 82 30.5 31.5 

 
２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

 
３）カリキュラムと国家試験 

国家試験につながりのあるカリキュラムを持つ学部・学科における、カリキュラム編成の適切性 

Ⅱ-306



 

 

４）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
５）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

2項、第 29 条） 

 
６）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 
 

Ⅱ-307



 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

Ⅱ-308



 

 

 
 

 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性 

卒業生の進路状況 

 
２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

Ⅱ-309



 

 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

 
 
３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

Ⅱ-310



 

 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

 
４）教育改善への組織的な取組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント(FD)）およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

Ⅱ-311



 

 

多彩なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性 

 
 

 
<目標の達成度> 

 

Ⅱ-312



 

 

 

2006 2007 2008 
 

春 秋 春 秋 春 秋 

現代文明論科目 38.9% 35.3% 31.4% 39.4% 34.8% 28.6% 

現代教養科目 27.3% 36.4% 33.3% 33.3% 42.1% 36.8% 

外国語，体育科目 18.2% 16.7% 50.0% 17.9% 40.5% 7.6% 

海洋文明学科 19.5% 10.2% 14.3% 14.3% 18.6% 15.6% 

工学類科目 100.0% 91.7% 94.1% 87.5% 83.3% 78.6% 

海洋建設工学科 53.3% 54.5% 43.8% 46.2% 35.0% 34.6% 

地球環境工学科 63.0% 57.9% 33.3% 46.9% 47.6% 40.0% 

船舶海洋工学科 42.9% 60.0% 66.7% 64.7% 66.7% 68.8% 

理学類科目 75.0% 81.0% 78.3% 91.7% 75.0% 92.7% 

海洋資源学科 50.0% 52.2% 42.9% 50.0% 40.0% 31.0% 

海洋科学科 56.5% 41.7% 45.0% 36.4% 64.7% 52.9% 

生物学類科目 100.0% 100.0% 92.3% 100.0% 91.7% 83.3% 

水産学科 86.7% 76.9% 92.9% 90.9% 90.9% 88.0% 

海洋生物学科 57.1% 57.1% 52.9% 60.9% 55.6% 54.5% 

航海専攻 58.1% 50.0% 61.5% 52.4% 56.5% 61.1% 

国際物流専攻 68.2% 60.0% 52.6% 52.2% 50.0% 54.5% 

 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

Ⅱ-313



 

 

 
 

 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 

Ⅱ-314



 

3-89 

 

 
 
 

 

 
１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第 1項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

 

Ⅱ-315



 

3-90 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・目

的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性

を涵養」するための措置の適切性 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

 

Ⅱ-316



 

3-91 

科目数の総開設科目数 

に対する比率（％） 
科目区分（学科名） 

開設科

目数 生物工学

科 

海洋生物科

学科 

生体機能科

学科 

卒業所

要単位

数 

卒業所要総単位

数に占める比率

（％） 

Ⅰ現代文明論科目 7 6.5 6.0 6.3 8 6.45 

Ⅱ現代教養科目 

（理系学科） 
6 5.6 5.1 5.4 4 3.23 

Ⅲ外国語コミュニケーショ

ン科目 
14 13.1 12.0 12.6 8 6.45 

Ⅳ主専攻科目       

生物工学科 58 54.2   

海洋生物科学科 68  58.1  

生体機能科学科 62   55.9 

72 58.06 

Ⅴ自由選択科目 22 20.6 18.8 19.8 32 25.81 

 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

 

Ⅱ-317



 

3-92 

科目区分（学科名） 
必修科目単

位数 

卒業所要総単

位数 

専門科目の卒業所

要総単位数に占め

る必修科目の比率

（％） 

卒業単位数124単位

の中に占める全必修

科目の比率（％） 

Ⅰ現代文明論科目 2    

Ⅱ現代教養科目 

 （文系学科） 

2    

Ⅲ外国語コミュニケーショ

ン科目 

8    

Ⅳ主専攻科目       

生物工学科 34 72 47.2 37.1 

海洋生物科学科 8 72 11.1 16.1 

生体機能科学科 30 72 41.7 33.9 

Ⅴ自由選択科目 0    

 
２）カリキュラムにおける高・大の接続  

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

 
３）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
４）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

Ⅱ-318



 

3-93 

 
５）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 
Ⅱ-319



 

3-94 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 

Ⅱ-320



 

3-95 

 

 
 
１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性 

卒業生の進路状況 

 
２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

 
 

Ⅱ-321



 

3-96 

３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

 
４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント（FD））およびその有効性 

特別講演会 

（第4回共通教育研究会） 

2008年10月23日(木) 15:00-16:30 

場所： マルチメディアホール 

講師： 山田 礼子（同志社大学教授、教育開発センター所長、初年次教育学会会長）

題目： 初年次教育の役割と進め方 

北海道キャンパスＦＤセミナ

ー 

2008年7月29日（火） 

場所： M1212会議室 

講師： 川野辺裕幸教育支援センター所長、押野谷康雄教育開発室室長、山本義郎学習

支援室室長 

題目： 『学士力』と初年次教育－多様な入学生に保証する教育の質－ 

 
 

Ⅱ-322



 

3-97 

フォーラム21 

 第1回 第2回 

タイトル 不安世代の就職感 私の考えるいい授業 

日時  2008/06/24 2008/10/20 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

Ⅱ-323



 

3-98 

e-
 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 

 

 

Ⅱ-324



 

3-99 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-325



 

 

 

 
 
 

 
 
１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科の等の理念・

目的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

Ⅱ-326



 

 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養および総合的な判断力を培い、豊かな人間

性を涵養」するための配慮の適切性 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

 
区分 科目区分 修得すべき単位数 

一般教養的授業科目 現代文明論科目 12単位 

 現代教養科目 ６単位 

外国語科目 外国語コミュニケーション科目 ６単位 

専門教育的授業科目 主専攻科目 56単位 

 自由選択科目 44単位 

  総計124単位 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

Ⅱ-327



 

 

学部のカリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

 
２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況  

 
３）カリキュラムと国家試験 

国家試験につながりのあるカリキュラムを持つ学部・学科における、カリキュラム編成の適切性 

 
４）授業形態と単位の関係 

授業科目の特徴・内容・履修形態・単位計算方法各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係に

おける、その各々の授業科目の単位計算方法の妥当性 

 
５）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

 
 

Ⅱ-328



 

 

６）開設授業科目における専・兼比率等  

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

Ⅱ-329



 

 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 

 
＜長所の伸張方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性 

卒業生の進路状況 

Ⅱ-330



 

 

 
２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

 
３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

 
４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント（FD））およびその有効性 

Ⅱ-331



 

 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-332



 

 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

Ⅱ-333



 

 

 
 

 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 

Ⅱ-334



 

 

 
 
 

 
 
１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

Ⅱ-335



 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科の等の理念・

目的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性

を涵養」するための配慮の適切性 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

Ⅱ-336



 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

 
２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

 
３）カリキュラムと国家試験 

国家試験につながりのあるカリキュラムを持つ学部・学科における、カリキュラム編成の適切性 

 
４）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
５）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

 
 

Ⅱ-337



 

６）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

Ⅱ-338



 

 
 

 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性 

卒業生の進路状況 

Ⅱ-339



 

 
２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

 
３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

 
４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント（FD））およびその有効性 

Ⅱ-340



 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

Ⅱ-341



 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 
 
 

Ⅱ-342



 

 
 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題の改善方法＞ 

 

Ⅱ-343



 

3-34 

 

１）学部･学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

Ⅱ-344



 

3-35 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念･目的、

学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性

を涵養」するための措置の適切性 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

Ⅱ-345



 

3-36 

３）カリキュラムと国家試験 

国家試験につながりのあるカリキュラムを持つ学部・学科における、カリキュラム編成の適切性 

４）医・歯・薬学系のカリキュラムにおける臨床実習 

医・歯・薬学系のカリキュラムにおける臨床実習の位置づけとその適切性 

５）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特長・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

６）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

７）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

Ⅱ-346



 

3-37 

 

８）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人学生、外国人留学生、帰国生徒に対する教育課程編成上、教育指導上の配慮 

 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

 

<長所の伸長方法> 

Ⅱ-347



 

3-38 

＜問題点の改善方法＞ 

 

１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性 

卒業生の進路状況 

２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

Ⅱ-348



 

3-39 

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント（FD））およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

Ⅱ-349



 

3-40 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性 

 

＜目標の達成度＞ 

 

Ⅱ-350



 

3-41 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-351



 

3-52 

 

１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科の等の理念・

目的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

Ⅱ-352



 

3-53 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性

を涵養」するための措置の適切性 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

Ⅱ-353



 

3-54 

２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

３）カリキュラムと国家試験 

国家試験につながりのあるカリキュラムを持つ学部・学科における、カリキュラム編成の適切性 

４）医・歯・薬学系のカリキュラムにおける臨床実習 

医・歯・薬学系のカリキュラムにおける臨床実習の位置づけとその適切性 

５）インターンシップ、ボランティア 

インターンシップを導入している学部・学科等における、そうしたシステムの実施の適切性 

６）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

７）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

Ⅱ-354



 

3-55 

８）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

９）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人学生、外国人留学生、帰国生徒に対する教育課程編成上、教育指導上の配慮 

 

＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-355



 

3-56 

＜長所としてあげられる事項＞ 

 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-356



 

3-57 

 

１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性 

卒業生の進路状況 

２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

Ⅱ-357



 

3-58 

３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取りくみ（ファカル

ティ・ディベロップメント（FD））およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

Ⅱ-358



 

3-59 

学生による授業評価の活用状況 

５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性 

 

＜目標の達成度＞ 

 

Ⅱ-359



 

3-60 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

Ⅱ-360



 

3-61 

＜問題点の改善方法＞ 

 

Ⅱ-361



 

 

 

１）大学院研究科の教育課程 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念・目的並びに学校教育法第 99 条、大学院設置基

準第３条第１項、同第４条第１項との関連 

「広い視野に立って清深な学識を授け、専攻分野における研究能力または高度の専門性を有する

職業等に必要な高度の能力を養う」という修士課程の目的への適合性 

専門職学位課程の教育課程と、専門職学位課程制度の目的並びに専門職大学院固有の教育目標と

の適合性 

Ⅱ-362



 

２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特長・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

３）単位互換、単位認定等 

国内外の大学院等での学修の単位認定や入学前の既修得単位数認定の適切性（大学院設置基準第

15 条） 

４）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

Ⅱ-363



 

 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

 

１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

Ⅱ-364



 

２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

専門職学位課程における履修科目登録の上限設定とその運用の適切性 

３）研究指導等 

教育課程の展開並びに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

学生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

４）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカルティ・ディベロ

ップメント（FD））およびその有効性 

Ⅱ-365



 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

 

＜長所としてあげられる事項＞ 

Ⅱ-366



 

＜改善が必要な事項＞ 

 

１）学位授与 

修士・博士・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

２）専門職大学院の修了要件・課程修了の認定 

法令上の規定や当該専門職大学院の教育目標と、修了認定に必要な在学期間および修得 

３）専門職大学院の修了要件・課程修了の認定 

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

 

 

 

＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-367



 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

Ⅱ-368



 

 
 

 

 
 
 

１）大学院研究科の教育課程 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念・目的ならびに学校教育法第 99 条、大学院設置

基準第３条第１項、同第４条第１項との関連 

「専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、またはその他の高度に専門的な業

務に従事するに必要な高度の研究能力およびその基礎となる豊かな学識を養う」という博士課程

の目的への適合性 

修士課程における教育内容と、博士（後期）課程における教育内容の適切性および両者の関係 

Ⅱ-369



 

博士課程における、入学から学位授与までの教育システム・プロセスの適切性 

２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

３）単位互換、単位認定等 

国内外の大学院等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性 

４）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

５）連携大学院の教育課程 

研究所等と連携して大学院課程を展開する「連携大学院」における、教育内容の体系性・一貫性

を確保するための方途の適切性 

 

 
＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-370



 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

 
＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

修士課程、博士課程、専門職学位課程修了者（修業年限満期退学者を含む）の進路状況 

Ⅱ-371



 

大学教員、研究機関の研究員などへの就職状況と高度専門職への就職状況 

２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

３）研究指導等 

教育課程の展開ならびに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

学生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

複数指導制を採っている場合における、教育研究指導責任の明確化 

研究分野や指導教員にかかる学生からの変更希望への対処方策 

４）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカルティ・ディベロ

ップメント（FD））およびその有効性 

Ⅱ-372



 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

Ⅱ-373



 

 

 
＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-374



 

1）学位授与 

修士・博士・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性 

 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

２）課程修了の認定 

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

 
 
 
 
 

Ⅱ-375



 

＜目標の到達度＞ 

＜長所として上げられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

 
＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-376



 

１）大学院研究科の教育課程 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念・目的ならびに学校教育法第 99 条、大学院設置

基準第３条第１項、同第４条第１項との関連 

「専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、またはその他の高度に専門的な業

務に従事するに必要な高度の研究能力およびその基礎となる豊かな学識を養う」という博士課程

の目的への適合性 

修士課程における教育内容と、博士（後期）課程における教育内容の適切性および両者の関係 

Ⅱ-377



 

博士課程における、入学から学位授与までの教育システム・プロセスの適切性 

２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

３）単位互換、単位認定等 

国内外の大学院等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学院設置基準第 15

条） 

４）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

５）「連携大学院」の教育課程 

研究所等と連携して大学院課程を展開する「連携大学院」における、教育内容の体系性・一貫性

を確保するための方途の適切性 

Ⅱ-378



 

＜目標の達成度＞ 

＜長所として挙げられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

Ⅱ-379



 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

修士課程、博士課程、専門職学位課程修了者（修業年限満期退学者を含む）の進路状況 

２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

Ⅱ-380



 

３）研究指導等 

教育課程の展開ならびに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

学生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

４）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカルティ・ディベロ

プメント（FD））およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-381



 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-382



 

１）学位授与 

修士・博士・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

２）課程修了の認定 

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-383



 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善法＞ 

Ⅱ-384



 

１）大学院研究科の教育課程 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念・目的ならびに学校教育法第 99 条、大学院設置

基準第３条第１項、同第４条第１項との関連 

「広い視野に立って清深な学識を授け、専攻分野における研究能力または高度の専門性を要する

職業等に必要な高度の能力を養う」という修士課程の目的への適合性 

「専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、またはその他の高度に専門的な業

務に従事するに必要な高度の研究能力およびその基礎となる豊かな学識を養う」という博士課程

の目的への適合性 

修士課程における教育内容と、博士（後期）課程における教育内容の適切性および両者の関係 

博士課程（一貫制）の教育課程における教育内容の適切性 

Ⅱ-385



 

博士課程における、入学から学位授与までの教育システム・プロセスの適切性 

２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

３）単位互換、単位認定等 

国内外の大学院等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学院設置基準第 15

条） 

４）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-386



 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

３）研究指導等 

教育課程の展開ならびに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

Ⅱ-387



 

学生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

４）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカルティ・ディベロ

ップメント（FD））およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

Ⅱ-388



 

＜改善が必要な事項＞ 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

１）学位授与 

修士・博士・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

２）課程修了の認定 

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

Ⅱ-389



 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

Ⅱ-390



 

 
 

 
 
 

 
 
１）大学院研究科の教育課程 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念・目的ならびに学校教育法第 99 条、大学院設置

基準第３条第１項、同第４条第１項との関連 

Ⅱ-391



 

「広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度な専門性を要する職

業等に必要な高度の能力を養う」という修士課程の目的への適合性 

「専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務

に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養う」という博士課程の目

的への適合性 

学部に基礎を置く大学院研究科における教育内容と、当該学部の学士課程における教育内容との

関係 

 

修士課程における教育内容と、博士（後期）課程における教育内容の適切性および両者の関係 

博士課程における、入学から学位授与までの教育システム・プロセスの適切性 

Ⅱ-392



 

 
２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
３）単位互換、単位認定等 

国内外の大学院等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学院設置基準第 15

条） 

 
４）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-393



 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 

Ⅱ-394



 

 
 
１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

 
２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

 
３）研究指導等 

教育課程の展開ならびに学位論文の作成などを通じた教育・研究指導の適切性 

学生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

 
４）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカルティ・デベロッ

プメント（FD））およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

Ⅱ-395



 

学生による授業評価の活用状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 

Ⅱ-396



 

 
 
１）学位授与 

修士・博士・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

 
２）課程修了の認定 

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

Ⅱ-397



 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-398



 

 

 
 
 

 
 
１）大学院研究科の教育課程 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念・目的並びに学校教育法第 99 条、大学院設置基

準第３条第１項、同第４条第１項との関連 

「広い視野に立って清深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職

業等に必要な高度の能力を養う」という修士課程の目的への適合性 

Ⅱ-399



 

「専門分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務

に従事するに必要な高度な研究能力およびその基礎となる豊かな学識を養う」という博士課程の

目的への適合性 

学部に基礎を置く大学院研究科における教育内容と、当該学部の学士課程における教育内容との

関係 

修士課程における教育内容と、博士（後期）課程における教育内容の適切性および両者の関係 

博士課程における入学から学位授与までの教育システム・プロセスの適切性 

 
２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

Ⅱ-400



 

 
３）単位互換、単位認定等 

国内外の大学院等での学修や入学前の既修単位認定の適切性（大学院設置基準第 15 条） 

 
４）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生等に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

Ⅱ-401



 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
 

Ⅱ-402



 

＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

 
２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

 
３）研究指導等 

教育課程の展開並びに学位論文の作成などを通じた教育・研究指導の適切性 

学生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

Ⅱ-403



 

 
４）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカルティ・ディベロ

プメント：FD）および有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 
 

Ⅱ-404



 

＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）学位授与 

修士・博士専門職学位の各々の授与状況と授与方針・基準の適切性 

 

年度 2004 2005 2006 2007 2008 

入学者数※ ３ ５ ７ ３ ６ 

学位授与された人数 ３ ２ ８ ４ ３ 

年度 2004 2005 2006 2007 2008 

入学者数 ３ １ １ ０ ０ 

学位授与された人数 ０ ０ 1* ０ ０ 

 

Ⅱ-405



 

 

 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

 
２）課程修了の認定  

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

Ⅱ-406



 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-407



 

 

 
 
 

 
 
１）大学院研究科の教育課程 

大学院研究科の教育課程と大学院研究科の理念・目的並びに学校教育法第 99 条、大学院設置基準

第３条第１項、同第４条第１項との関連 

「広い視野に立って清深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職

業等に必要な高度の能力を養う」という修士課程への整合性 

「専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度な専門業務に従

事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養う」という博士課程の目的の

整合性 

Ⅱ-408



 

学部に基礎を置く大学院研究科における教育内容と、当該学部の学士課程における教育内容との

関係 

修士課程における教育内容と、博士（後期）課程における教育内容の適切性及び両者の関係 

博士課程における、入学から学位授与までの教育システム・プロセスの適切性 

 
２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

Ⅱ-409



 

 
３）単位互換、単位認定等 

国内外での大学院等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学院設置基準第

15 条） 

 
４）社会人院生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

Ⅱ-410



 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸張方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

 
２）成績評価法 

院生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

Ⅱ-411



 

 
３）研究指導等 

教育課程の展開並びに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

院生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

 
４）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカルティ・ディベロ

ップメント（FD））およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用方法 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

Ⅱ-412



 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）学位授与 

修士・博士・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性 

 
年  度 2004 2005 2006 2007 2008 

入学者数 13 ３ ７ ５ ６ 

学位授与者数 10 11 ５ ５ ５ 

Ⅱ-413



 

 

在学年数 ２年以上 

必修科目 

①研究方法基礎論Ａ（論文）、研究方法基礎論Ｂ（実証） 

②経済学コース：経済学基礎研究Ａ・Ｂ 

経営学コース：経営学基礎研究Ａ・Ｂ 

③指導教員担当の専門科目（第１・２セメスター、２科目）と演

習科目（第３・４セメスター、２科目） 

修得すべき単位数 
上記必修科目を含め、所定の科目の単位を30単位以上修得するこ

と 

修士論文 修士論文を提出し、審査に合格すること 

 

在学年数 ３年以上 

必修科目 専攻する「先端研究」２科目、「演習Ⅰ」、「演習Ⅱ」 

修得すべき単位数 

上記必修科目を含め、所定の科目の単位を48単位以上修得するこ

と（ただし、前期修得の30単位までを所定の48単位以上に含めて

もよい） 

博士論文 博士論文を提出し、審査ならび最終試験に合格すること 

 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

 
２）課程修了の認定 

標準修業年限未満で終了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

Ⅱ-414



 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-415



 

 

 
 
 

 
 
１）大学院研究科の教育課程 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念・目的並びに学校教育法第 99 条、大学院設置基

準第３条第１項、同第４条第１項との関連 

「広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職

業等に必要な高度の能力を養う」という修士課程の目的への適合性 

Ⅱ-416



 

「専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務

に従事するに必要な高度の研究能力およびその基礎となる豊かな学識を養う」という博士課程の

目的への適合性 

学部に基礎を置く大学院研究科における教育内容と、当該学部の学士課程における教育内容との

関係 

Ⅱ-417



 

修士課程における教育内容と博士（後期）課程における教育内容の適切性および両者の関係 

博士課程（一貫性）の教育課程における教育内容の適切性 

博士課程における、入学から学位授与までの教育システム・プロセスの適切性 

 
２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
３）単位互換、単位認定等 

国内外の大学院等での学修の単位認定や、入学前の既修得単位認定の適切性（大学院設置基準第

15 条） 

Ⅱ-418



 

 
４）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

Ⅱ-419



 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

修士課程、博士課程、専門職学位課程修了者（修業年限満期退学者を含む）の進路状況 

 
 

    
 

博士課程 

前期・後期修了者数
就職希望者数 就職決定者数

一般会社 公務員 教員 自営 

進学 その他

2006 ５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ 

2007 ３ ２ １ １ ０ ０ ０ ０ ２ 

2008 ３ ２ １ １ ０ ０ ０ ０ ２ 

Ⅱ-420



 

大学教員、研究機関の研究員などへの就職状況と高度専門職への就職状況 

 

２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

 
３）研究指導等 

教育課程の展開並びに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

学生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

研究分野や指導教員にかかる学生からの変更希望の対処方策 

 
４）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカルティ・ディベロ

プメント（FD））およびその有効性 

Ⅱ-421



 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 
＜長所とされる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 

Ⅱ-422



 

＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 

１）学位授与 

修士・博士・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性 

年度 2005 2006 2007 2008 2009 

前期 入学者 ４ ５ ３ ３ ４ 

前期 学位授与者 １ ５ ３ ４ ３（予定） 

後期 入学者 １ ０ ０ ０ １ 

後期 学位授与者 ０ ０ ０ ０ ０（予定） 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

Ⅱ-423



 

 
２）課程修了の認定 

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-424



 

 

 
 
 

 
 
１）大学院研究科の教育課程 

大学院研究科の教育と各大学院研究科の理念・目的並びに学校教育法第 99 条、大学院設置基準第

３条第１項、同第４条第１項との関連 

「広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度な専門性を要する職

業等に必要な高度の能力を養う」という修士課程の目的への適合性 

 

学部に基礎をおく大学院研究科における教育内容と当該学部の学士課程における教育内容との関

係 

Ⅱ-425



 

 
２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や、履修形態との関係における、そのおのおのの授業科目の単位計算方

法の妥当性 

 
３）単位互換、単位認定など 

国内外の大学院などでの学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学院設置基準第

15 条） 

 
４）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

Ⅱ-426



 

 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

  
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

 
２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

 
３）研究指導等 

教育課程の展開ならびに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

学生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

Ⅱ-427



 

 
４）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み、およびその有効性 

シラバスの作成とその活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-428



 

 
 
１）学位授与 

修士・博士・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性 

 
 人間環境学研究科 

年度 修了対象 修了可 修了不可 

2008 11 11 ０ 

 

 

 

学位審査の透明性・客観性を高める処置の導入とその適切性 

 
２）課程修了の認定 

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

Ⅱ-429



 

＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-430



 

 

 

 

１）大学院研究科の教育課程 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念・目的並びに学校教育法第 99 条、大学院設置基

準第３条第１項、同４条第１項との関連 

「広い視野に立って清深な学識を授け、専攻分野における研究能力または高度の専門性を要する

職業等に必要な高度の能力を養う」という修士課程の目的への適合性 

学部に基礎を置く大学院研究科における教育内容と、当該学部の学士課程のおける教育内容との

関係 

Ⅱ-431



 

修士課程のおける教育内容と、博士（後期）課程における教育内容の適切性および両者の関係 

２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

３）単位互換、単位認定等 

国内外の大学院等での学修の単位認定や入学前の既修単位認定の適切性（大学院設置基準第 15

条） 

４）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

Ⅱ-432



 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

１）教育成果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

３）研究指導等 

教育課程の展開並びに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

学生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

Ⅱ-433



 

４）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（FD）およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-434



 

 

１）学位授与 

修士・博士・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

修士論文に代替できる課題研究に対する学位認定の水準の適切性 

Ⅱ-435



 

２）課程修了の認定 

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞

Ⅱ-436



 

3-66 

 

１）大学院研究科の教育課程 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念・目的ならびに学校教育法第 99 条、大学院設置

基準第３条第１項、同第４条第１項との関連 

「広い視野に立って精深な学識を授け、専門分野における研究能力または高度の専門性を要する

職業等に必要な高度の能力を養う」という修士課程の目的への適合性

Ⅱ-437



 

3-67 

｢専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、またはその他の高度な専門的な業務

に従事するに必要な高度の研究能力およびその基礎となる豊かな学識を養成するという博士課程

の目的への適合性 

学部に基礎を置く大学院研究科における教育内容と、当該学部の学士課程における教育内容との

関係 

修士課程における教育内容と博士(後期)課程における教育内容との適切性および両者の関係 

博士課程(一貫性)の教育課程における教育内容の適切性 

博士課程における，入学から学位授与までの教育システム・プロセスの適切性 

専門職学位課程の教育課程と、専門職学位課程制度の目的ならびに専門職大学院固有の教育目標

との適合性 

 

２）授業形態と単位の関係 

各授業項目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

Ⅱ-438



 

3-68 

３）単位互換、単位認定等 

国内外の大学院等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性(大学院設置基準第 15

条) 

４）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善の必要な事項＞ 

Ⅱ-439



 

3-69 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

専門職学位課程における履修科目登録の上限設定とその運用の適切性 

３）研究指導等 

教育課程の展開ならびに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

学生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

Ⅱ-440



 

3-70 

４）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み(ファカルティ・ディベロッ

プメント（FD）)およびその有効性 

シラバス作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

＜長所の伸長方法＞ 

Ⅱ-441



 

3-71 

＜問題の改善方法＞ 

１）学位授与 

修士課程・博士課程・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の透明性 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

２）課程修了の認定 

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-442
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＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題の改善方法＞ 

Ⅱ-443



 

 

１）教育課程等 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念・目的並びに学校教育法第 99 条、大学院設置基

準第３条第１項、同第４条第１項との関連 

「広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職

業等に必要な高度の能力を養う」という修士課程の目的への適合性

学部に基礎を置く大学院研究科における教育内容と、当該学部の学士課程における教育内容との

関係 

Ⅱ-444



 

修士課程における教育内容と、博士（後期）課程における教育内容の適切性及び両者の関係 

博士課程（一貫制）の教育課程における教育内容の適切性 

博士課程における、入学から学位授与までの教育システム・プロセスの適切性 

２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

３）単位互換、単位認定等 

国内外の大学院等での学習の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性 

４）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

＜目標の達成度＞ 

 

Ⅱ-445



 

 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

 

１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

Ⅱ-446



 

３）研究指導等 

教育課程の展開並びに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

学生に対する履修指導の適切性

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

４）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカルティ・ディベロ

ップメント（FD））及びその有効性

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-447



 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

１）学位授与 

修士・博士・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

 

Ⅱ-448



 

２）課程修了の認定 

標準履修年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-449



 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
１）大学院研究科の教育課程 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念・目的並びに学校教育法第 99 条、大学院設置基

準３条第１項、同第４条第１項との関連 

「広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職

業等に必要な高度の能力を養う」という修士課程の目的への適合性 

学部に基礎を置く大学院研究科における教育内容と、当該学部の学士課程における教育内容との

関係 

Ⅱ-450



 

 
２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
３）単位互換、単位認定等 

国内外の大学院等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学院設置基準第 15

条） 

 

大学院 備考 

モンクット王ラカバン工科大学大学院 
遠隔授業による履修 

（第13条の２） 

麻布大学大学院、      神奈川大学大学院 

神奈川工科大学大学院、   関東学院大学大学院 

北里大学大学院、      湘南工科大学大学院 

専修大学大学院、      鶴見大学大学院 

帝京大学大学院、      桐蔭横浜大学大学院 

東京工芸大学大学院、    日本大学大学院 

日本女子大学大学院、    横浜市立大学大学院 

横浜国立大学大学院、    東京工業大学大学院 

明治大学大学院       フェリス女学院大学大学院 

情報セキュリティ大学院大学 

東京都市大学大学院     総合研究大学大学院大学 

相模女子大学大学院     松蔭大学大学院 

神奈川県内大学間における大学院学

術交流協定に基づく学生に限る 

海外の大学院 
本学の海外派遣留学制度に基づく大

学院に限る 

 

４）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮  

Ⅱ-451



 

 
５）連携大学院の教育課程 

連携大学院における、教育内容の体系性・一貫性の適切性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

99
 

15

12

 

 
 

 

Ⅱ-452



 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸張方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-453



 

 
 
１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

３）研究指導等 

教育課程の展開並びに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

学生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

 

Ⅱ-454



 

 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 

論文等発表総数 705 795 981 1159 1054 1160 

学生数 474 512 641 644 606 679 

大学院生１人当た

りの件数 
1.49 1.55 1.53 1.80 1.74 1.71 

 
４）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカルティ・ディベロ

ップメント（FD））およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
 
＜目標の達成度＞ 

 
1

 
 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
10 43/470

 
 
＜改善が必要な事項＞ 

Ⅱ-455



 

 

 
 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

 
 
１）学位授与 

修士・博士・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性 

 

 判定対象者数 修了可 
比率 

（％） 修了不可
比率 

（％） 

2004年度 314 301 95.9 13 4.1 

2005年度 338 350 96.6 19 5.4 

2006年度 350 331 94.6 19 5.4 

2007年度 345 323 93.6 22 6.4 

2008年度 312 295 94.6 17 5.4 

Ⅱ-456



 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

 
２）課程修了の認定 

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

 
 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

学生１人当たりの発表件数 
 

国内学会 国際学会 和文学術誌 英文学術誌 紀要、他 

2008年度 0.98 0.32 0.09 0.10 0.22 

2007年度 1.02 0.31 0.09 0.13 0.23 

 
 
 

 

 

 

 
/  

2007年度 310 348 89.0 

2008年度 285 317 90.0 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 

Ⅱ-457



 

 
 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-458



 

3-82 

 

 
 
 

 
 
１）大学院研究科の教育課程 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念・目的並びに学校教育法第 99 条、大学院設置基

準第３条第１項、同第４条第１項との関連 

「広い視野に立って清深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職

業等に必要な高度の能力を養う」という修士課程の目的への適合性 

「専門分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務

に従事するのに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養う」という博士課程の

目的への適合性 

学部に基礎を置く大学院研究科における教育内容と、当該学部の学士課程における教育内容との

関係 

Ⅱ-459



 

3-83 

修士課程における教育内容と、博士（後期）課程における教育内容の適切性および両者の関係 

博士課程（一貫制）の教育課程における教育内容の適切性 

博士課程における、入学から学位授与までの教育システム・プロセスの適切性 

 
２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
３）単位互換、単位認定等 

国内外の大学院等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学院設置基準第 15

条） 

 
４）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

Ⅱ-460



 

3-84 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 
 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

 

Ⅱ-461
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２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

 
３）研究指導法 

教育課程の展開並びに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

学生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

研究分野や指導教員にかかる学生からの変更希望への対処方策 

 
４）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカルティ・ディベロ

ップメント（FD））及びその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

Ⅱ-462



 

3-86 

学生による授業評価の活用状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 

Ⅱ-463



 

3-87 

 
 
１）学位授与 

学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性 

 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

修士論文に代替できる課題研究に対する学位認定の水準の適切性 

 
３）課程修了の認定 

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

Ⅱ-464



 

3-88 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 

Ⅱ-465



 

 

 

１）学部・学科等の教育課程 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念・目的並びに学校教育法第 99 条、大学院設置基

準第３条第１項、同第４条第１項との関連 

広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職業

等に必要な高度の能力を養う」という修士課程の目的への適合性 

学部に基礎を置く大学院研究科における教育内容と、当該学部の学士課程における教育内容との

関係 

Ⅱ-466



 

 

 

２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算法の妥当

性 

 
３）単位互換、単位認定等 

国内外の大学院等での学修や入学前の既修得単位認定の適切性（大学院設置基準第 15 条） 

 
４）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

５）「連携大学院」の教育課程 

研究所等と連携して大学院課程を展開する「連携大学院」における、教育内容の体系性・一貫性

を確保するための方途の適切性 

 

＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-467



 

 

 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

 

１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

３）研究指導等 

教育課程の展開並びに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

Ⅱ-468



 

 

学生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

４）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカルティ・ディベロ

ップメント(FD)）およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 

 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

Ⅱ-469



 

 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

 

１）教育効果の測定 

修士・博士・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性 

Ⅱ-470



 

 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

２）課程修了の認定 

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-471



 

 

 

１）大学院研究科の教育課程 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念・目的並びに学校教育法第 99 条、大学院設置基

準第３条第１項、同第４条第１項との関連

Ⅱ-472



 

 

「広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職

業等に必要な高度の能力を養う」という修士課程の目的への適合性

学部に基礎を置く大学院研究科における教育内容と、当該学部の学士課程における教育内容との

関係

修士課程における教育内容と、博士（後期）課程における教育内容の適切性および両者の関係 

博士課程（一貫制）の教育課程における教育内容の適切性 

博士課程における、入学から学位授与までの教育システム・プロセスの適切性 

２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性

Ⅱ-473



 

 

３）単位互換、単位認定等 

国内外の大学院等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学院設置基準第 15

条） 

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度
ＦＣＭ 3 4 1 1
ＦＭＭ 2 2 5
ＦＢＭ 4 3 1 1
ＦＨＭ 2

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度
ＦＣＭ 4 2 2
ＦＭＭ 1 4 5
ＦＢＭ 1 3 1
ＦＨＭ 2

大学院先行履修単位認定数一覧表

大学院先行履修申請者数一覧表

春学期
の申請

０件

４）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮

Ⅱ-474



 

 

５）「連携大学院」の教育課程 

研究所等と連携して大学院課程を展開する「連携大学院」における、教育内容の体系性・一貫性

を確保するための方途の適切性

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

＜長所の伸長方法＞

＜問題点の改善方法＞

１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

Ⅱ-475



 

 

 

２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

３）研究指導等 

教育課程の展開並びに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

学生に対する履修指導の適切性

 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

４）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカルティ・ディベロ

ップメント（FD））及びその有効性 

Ⅱ-476



 

 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-477



 

 

 

１）学位授与 

修士・博士・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性

２）課程修了の認定 

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-478



 

 

＜長所としてあげられる事項＞ 

 
 

＜改善が必要な事項＞ 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-479



 

 

 

 
 
 

 
 
１）大学院研究科の教育課程等 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念・目的並びに学校教育法第 99 条、大学院設置基

準第３条第１項、同第４条第１項との関連 

開講科目数(単位数) 
専攻 

講義科目 ゼミナール 

修了に必要な単

位数 

講義担当教

員数（2009） 

海洋工学 78 (146) ４ (４) 32 30 

水産学 50 (98) ４ (４) 32 23 

海洋科学 53 (94) ４ (４) 32 21 

海洋生物科学 21 (42) ４ (４) 32 ８ 

 

「広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職

業等に必要な高度の能力を養う」という修士課程の目的への適合性 

Ⅱ-480



 

 

10

 

「専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務

に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養う」という博士課程の目

的への適合性 

学部に基礎を置く大学院研究科における教育内容と、当該学部の学士課程における教育内容との

関係 

専攻 入学した大学院生の主たる出身学科 

海洋工学 海洋建設工学科、環境情報工学科、船舶海洋工学科、航海学科 

水産学 水産学科、海洋生物学科 

海洋科学 海洋科学科、海洋資源学科 

海洋生物科学 海洋科学科、海洋生物学科 

 

修士課程における教育内容と、博士（後期）課程における教育内容の適切性および両者の関係 

博士課程（一貫制）の教育課程における教育内容の適切性 

博士課程における、入学から学位授与までの教育システム・プロセスの適切性 

 
２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

科目の種類 講義時間/回 予習時間 復習時間 講義回数 合計時間数 授与単位数 

２ ２ ２ 15 90 ２ 
講義（特論） 

２ ２ ２ 30 180 ４ 

ゼミナール ３ ０ ０ 15 45 １ 

 

 

 

Ⅱ-481



 

 

３）単位互換、単位認定等 

国内外の大学院等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学院設置基準第 15

条） 

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 
 

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 

人数 ６ ０ ４ ０ ４ １ ４ ０ ４  

科目数 12 ０ ８ ０ ７ ３ ８ ０ 12  

単位数 28 ０ 22 ０ 14 ６ 16 ０ 26  

 
４）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

年度 2005 2006 2007 2008 2009 

人数 ０ １ １ １* １ 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

Ⅱ-482



 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-483



 

 

 
 
１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 

国内旅費補助 82 64 65 73 15 

外国旅費補助 ３ ２ ４ ２ １ 

合  計 85 66 69 75 16 

 

 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 

TA数 82 72 68 64 53 

 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

教育課程の展開並びに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

Ⅱ-484



 

 

学位取得者数/入学者数 
専攻 

入学 

定員 2005 2006 2007 2008 2009* 

指導教員数

（2009） 

海洋工学 16 18/17 13/15 12/11 9/12 ９ 25 

水産学 ８ 12/15 10/10 14/16 16/18 18 17 

海洋科学 ８ 15/16 10/11 12/11 12/14 ８ 16 

海洋生物科学 ８ ５/５ 10/11 ６/６ ３/３ ２ ６ 

合計 40 50/53 43/47 44/44 40/47 37 64 

 

学生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度  

 
２）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカルティ・ディベロ

ップメント（FD））およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 
 

Ⅱ-485



 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞  

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）学位授与 

修士・博士・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性 

Ⅱ-486



 

 

 

専攻 授与学位 入学定員 2005 2006 2007 2008 2009 

海洋工学 修士（工学） 16 15 11 12 15 ９ 

水産学 修士（水産学） ８ 10 16 18 13 18 

海洋科学 修士（理学） ８ 11 11 14 11 ８ 

海洋生物科学 修士（理学） ８ 11 ６ ３ ５ ２ 

合計 40 47 44 47 44 37 

専攻 2005 2006 2007 2008 合計 

海洋工学 18 13 12 ９ 52 

水産学 12 10 14 16 52 

海洋科学 15 10 12 12 49 

海洋生物科学 ５ 10 ６ ３ 24 

合計 50 43 44 40 177 

 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

 
２）課程修了の認定 

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

Ⅱ-487



 

 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
 
＜問題点の改善方法＞ 

 

Ⅱ-488



 

3-100 

 

 
 
 

 
 
１）教育課程等 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念・目的並びに学校教育法第 99 条、大学院設置基

準第３条第１項、同第４条第１項との関連 

Ⅱ-489



 

3-101 

「広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職

業等に必要な高度の能力を養う」という修士課程の目的への適合性 

学部に基礎を置く大学院研究科における教育内容と、当該学部の学士課程における教育内容との

関係 

修士課程における教育内容と、博士（後期）課程における教育内容の適切性および両者の関係 

 
２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
 

 

 

 

 

３）単位互換、単位認定等 

Ⅱ-490



 

3-102 

国内外の大学院等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学院設置基準第 15

条） 

 
４）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 

 

Ⅱ-491



 

3-103 

 

＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

 
２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

Ⅱ-492



 

3-104 

 

３）研究指導等 

教育課程の展開並びに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

学生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

 
４）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカルティ・ディベロ

ップメント（FD））およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
 
 
 
 
 

 

Ⅱ-493



 

3-105 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-494



 

3-106 

 
 
 

 
 
１）学位授与 

修士・博士・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性 

専  攻 判定対象者 修了可 修了不可 備  考 

電子情報工学専攻 28 27 １ 
修了可者数には、前年度 

修了不可の１名を含む 

環境生物科学専攻 27 27 ０  

計（研究科全体） 55 54 １ 
修了可者数には、前年度 

修了不可の１名を含む 

 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

 
 
２）課程修了の認定 

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

Ⅱ-495



 

3-107 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-496



 

 

 

 
 
 

 
 
１）教育課程 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念・目的並びに学校教育法第 99 条、大学院設置基

準第３条第１項、同第４条第１項との関連 

「広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職

業等に必要な高度の能力を養う」という修士課程の目的への適合性」 

Ⅱ-497



 

 

「専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務

に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養う」という博士課程の目

的への適合性 

学部に基礎を置く大学院研究科における教育内容と、当該学部の学士課程における教育内容との

関係 

修士課程における教育内容と、博士（後期）課程における教育内容の適切性及び両者の関係 

博士課程（一貫制）の教育課程における教育内容の適切性 

博士課程における、入学から学位授与までの教育システム・プロセスの適切性 

 
２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
３）単位互換、単位認定等 

国内外の大学院等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学院設置基準第 15

条） 

 
４）社会人学生、外国人留学生への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

Ⅱ-498



 

 

 
５）「連携大学院」の教育課程 

研究所等と連携して大学院課程を展開する「連携大学院」における、教育内容の体系性・一貫性

を確保するための方途の適切性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

Ⅱ-499



 

 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

 
２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

 
３）研究指導等 

教育課程の展開並びに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

Ⅱ-500



 

 

学生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

 

年 度 2004 2005 2006 2007 2008 

修了者数 ６名 ９名 ７名 10名 13名 

１件  ４ ４  ５ 

２件 ３ ２ ２ １ ２ 

３件 ３ ２ １ ３ ３ 

学

会

発

表

件

数 ４件以上  １  ６ ３ 

 
４）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカルティ・ディベロ

ップメント（FD））およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-501



 

 

 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

Ⅱ-502



 

 

 
 
１）学位授与 

修士・博士・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性 

 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 

修了予定者数 ７ ９ ７ 10 13 

学位授与者数 ６ ９ ７ 10 13 

 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

 
２）課程修了の認定 

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 
 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

Ⅱ-503



 

 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 

Ⅱ-504



 

 

 
 
 

 
 
１）大学院研究科の教育課程 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念・目的並びに学校教育法 99 条、大学院設置基準

第３条１項との関連  

Ⅱ-505



 

「広い視野に立って清深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職

業等に必要な高度の能力を養う」という修士課程の目的への適合性 

学部に基礎を置く大学院研究科における教育内容と、当該学部の学士課程おける教育内容との関

係 

 
２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
３）単位互換、単位認定等 

国内外での大学院等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学院設置基準第

15 条） 

 
４）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

Ⅱ-506



 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 

 

Ⅱ-507



 

＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

 
２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

 
３）研究指導等 

教育課程の展開並びに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

Ⅱ-508



 

学生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

 
４）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカルティ・デベロップ

メント（FD））およびその有効性 

10
 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

Ⅱ-509



 

 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）学位授与 

修士・博士・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性 

 
入学年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 

修了者数 22名 18名 23名 15名 27名 

在籍者数＊１ 24名 22名 24名 16名 27名 

途中退学者数 ２名 4名 1名 1名 0名 

 

Ⅱ-510



 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

 
２）課程修了の認定 

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-511



 

2009  

Ⅱ-512



 

3-42 

１）大学院研究科の教育課程 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念・目的並びに学校教育法第 99 条、大学院設置基

準第３条第１項、同第４条第１項との関連 

「広い視野に立って清深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職

業等に必要な高度の能力を養う」という修士課程の目的への適合性 

「専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務

に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養う」という博士課程の目

的への適合性 

Ⅱ-513



 

3-43 

学部に基礎を置く大学院研究科における教育内容と、当該学部の学士課程における教育内容との

関係 

修士課程における教育内容と、博士（後期）課程における教育内容の適切性および両者の関係 

博士課程（一貫制）の教育課程における教育内容の適切性 

博士課程における、入学から学位授与までの教育システム・プロセスの適切性 

Ⅱ-514



 

3-44 

２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

Ⅱ-515



 

3-45 

３）単位互換、単位認定等 

国内外の大学院等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学院設置基準第 15

条） 

４）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

 

＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-516



 

3-46 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

Ⅱ-517



 

3-47 

＜問題点の改善方法＞ 

１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

 

２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

Ⅱ-518



 

3-48 

３）研究指導等 

教育課程の展開並びに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

学生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

４）医学系大学院の教育・研究指導 

医学系大学院における臨床系専攻の学生に対し、病院内外でなされる教育・研究指導とこれを支

える人的・物的体制の充実度 

医学系大学院における臨床系専攻の学生について、臨床研修と研究の両立を確保させるための配

慮の状況とその適切性 

５）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカルティ・ディベロ

ップメント（FD））およびその有効性 

Ⅱ-519



 

3-49 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

Ⅱ-520



 

3-50 

＜長所の伸長方法＞ 

 

＜問題点の改善方法＞ 

１）学位授与 

修士・博士・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

２）課程修了の認定 

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

Ⅱ-521



 

3-51 

 

＜目標の達成度＞ 

 
 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞

Ⅱ-522



 

3-62 

 

 
 
 

 
 
１）大学院研究科の教育課程 

大学院研究科の教育課程と各大学院研究科の理念並びに学校教育法第 99 条、大学院設置基準第３

条第１項、同第４条第１項との関連 

 

Ⅱ-523



 

3-63 

「広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職

業等に必要な高度の能力を養う」という修士課程の目的への適合性 

学部に基礎を置く大学院研究科における教育内容と、当該学部の学士課程における教育内容との

関係 

 
 2004年度 2005年度 2006年度

2007年

度 

2008年

度 

2009年

度 

看護学専攻 ２/８ １/９ ２/５ ０/４ １/８ 
４/８ 

(Ⅰ期） 

保健福祉学専攻 ６/10 ２/10 ２/５ ０/２ ２/７ 
０/２ 

（Ⅰ期）

    
 
２）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算法の妥当

性 

 
３）単位互換、単位認定等 

国内外の大学院等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学院設置基準第 15

条） 

 

Ⅱ-524



 

3-64 

４）社会人、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人、外国人留学生に対する教育課程編成、教育研究指導への配慮 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 
 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

Ⅱ-525



 

3-65 

 
 
１）教育効果の測定 

教育・研究指導上の効果を測定するための方法の適切性 

 
２）成績評価法 

学生の資質向上の状況を検証する成績評価法の適切性 

 
３）研究指導 

教育課程の展開並びに学位論文の作成等を通じた教育・研究指導の適切性 

学生に対する履修指導の適切性 

指導教員による個別的な研究指導の充実度 

 
４）医学系大学院の教育・研究指導 

医学系大学院における臨床系専攻の学生に対し病院内外でなされる教育・研究指導とこれを支え

る人的・物的資源の充実度 

Ⅱ-526



 

3-66 

80  
医学系大学院における臨床系専攻の学生について、臨床研修と研究の両立を確保するための配慮

の状況とその適切性 

 
５）教育・研究指導の改善への組織的な取り組み 

教員の教育・研究指導方法改善を促進するための組織的な取り組み（ファカルディ・デベロップ

メント（FD））及びその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 

Ⅱ-527



 

3-67 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

 
 
 

 
 
１）学位授与 

修士・博士・専門職学位の各々の学位の授与状況と学位の授与方針・基準の適切性 

 
専攻 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度

看護学 11/13 ８/10 ８/９ ５/５ １/４ ８/９ 

保健福祉学 ５/５ ８/９ 10/12 ２/５ ２/５ ９/10 

 

学位審査の透明性・客観性を高める措置の導入状況とその適切性 

Ⅱ-528



 

3-68 

 
２）課程修了の認定 

標準修業年限未満で修了することを認めている大学院における、そうした措置の適切性、妥当性 

 
 

 
＜目標の達成度＞ 

 
＜長所としてあげられる事項＞ 

 
＜改善が必要な事項＞ 

 
 

 
＜長所の伸長方法＞ 

 
＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-529



 

１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・目

Ⅱ-530



 

的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性

を涵養」するための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

３）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

４）単位互換、単位認定等 

Ⅱ-531



 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

５）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 

＜目標の達成度＞ 

 

Ⅱ-532



 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性 

Ⅱ-533



 

卒業生の進路状況 

２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

Ⅱ-534



 

４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント（FD））およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性 

 

＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-535



 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-536



 

 

１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

Ⅱ-537



 

 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・目

的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性

を涵養」するための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

Ⅱ-538



 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

 
３）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

Ⅱ-539



 

 
４）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

 
５）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 

＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-540



 

 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

 

１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性

Ⅱ-541



 

卒業生の進路状況 

２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

 

Ⅱ-542



 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性  

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

Ⅱ-543



 

４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み(ファカル

ティ・ディベロップメント(FD))およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性  

Ⅱ-544



 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性  

 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-545



 

 

１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

Ⅱ-546



 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・目

的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性

を涵養」するための措置の適切性 

外国語科目の編成における学部・学科等の理念・目的の実現への配慮と「国際化等の進展に適切

に対応するため、外国語能力の育成」のための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

Ⅱ-547



 

３）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 

４）単位互換、単位認定等

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条）

５）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合

兼任教員等の教育課程への関与の状況

 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

Ⅱ-548



 

 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

 

１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性

卒業生の進路状況

Ⅱ-549



 

２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント（FD））およびその有効性 

Ⅱ-550



 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性

 

＜目標の達成度＞ 

Ⅱ-551



 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-552



 

＜別科日本語研修課程＞ 

＜留学生課程＞ 

＜副専攻、日本語教育＞ 

＜別科日本語研修課程＞ 

＜留学生課程＞ 

 

＜副専攻、日本語教育＞ 

 

１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学教育目標を実現するための

学士課程としての教育課程の体系性） 

Ⅱ-553



 

 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・目

的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性

を涵養」するための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

Ⅱ-554



 

２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

 
３）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
４）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

 
５）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

Ⅱ-555



 

６）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 

社会人学生、外国人留学生、帰国生徒に対する教育課程編成上、教育指導上の配慮 

 

＜目標の達成度＞ 

 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

Ⅱ-556



 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

 

１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

Ⅱ-557



 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科の等の理念・

目的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性

を涵養」するための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

Ⅱ-558



 

 
３）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
４）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

 
５）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 

＜目標の達成度＞ 

 

＜長所としてあげられる事項＞ 

Ⅱ-559



 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

 

＜問題点の改善方法＞ 

 

１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・目

的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

Ⅱ-560



 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性

を涵養」するための措置の適切性 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

 
３）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

４）インターンシップ・ボランティア（項目番号 26・27） 

５）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

 
６）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

７）社会人学生、外国人留学生等への教育上の配慮 
 

社会人学生、外国人留学生、帰国生徒に対する教育課程編成上、教育指導上の配慮 

Ⅱ-561



 

 

＜目標の達成度＞ 

 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-562



 

 

１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性

卒業生の進路状況 

２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性  

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

Ⅱ-563



 

科目等履修生、聴講生等に対する教育指導上の配慮の適切性 

４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み(ファカル

ティ・ディベロップメント(FD))およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性  

Ⅱ-564



 

 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

Ⅱ-565



 

 

＜問題点の改善方法＞ 

 

１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性

卒業生の進路状況 

 

２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性  

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

Ⅱ-566



 

３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

科目等履修生、聴講生等に対する教育指導上の配慮の適切性 

４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み(ファカル

ティ・ディベロップメント(FD))およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

Ⅱ-567



 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性  

 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

Ⅱ-568



 

 

＜問題点の改善方法＞ 

 

１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性

卒業生の進路状況 

 

２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性  

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

Ⅱ-569



 

３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

科目等履修生、聴講生等に対する教育指導上の配慮の適切性 

 

４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み(ファカル

ティ・ディベロップメント(FD))およびその有効性 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況 

５）授業形態と授業方法の関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性  

Ⅱ-570



 

 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

Ⅱ-571



 

 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-572



 

 

１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科の等の理念・

目的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性 

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性

を涵養」するための措置の適切性 

Ⅱ-573



 

教育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・

外国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況 

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性 

２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

３）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

 
４）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

 
５）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合 

Ⅱ-574



 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 

＜目標の達成度＞ 

 

＜長所としてあげられる事項＞ 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

Ⅱ-575



 

 

Ⅱ-576



 

 

１）学部・学科等の教育課程 

教育目標を実現するための学士課程としての教育課程の体系性（大学設置基準第 19 条第１項） 

 

Ⅱ-577



 

 

教育課程における基礎教育、倫理性を培う教育の位置づけ 

「専攻に係る専門の学芸」を教授するための専門教育的授業科目とその学部・学科等の理念・目

的、学問の体系性並びに学校教育法第 83 条との適合性

一般教養的授業科目の編成における「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性

を涵養」するための措置の適切性 

育課程の開設授業科目、卒業所要総単位に占める専門教育的授業科目・一般教養的授業科目・外

国語科目等の量的配分とその適切性、妥当性

Ⅱ-578



 

基礎教育と教養教育の実施・運営のための責任体制の確立とその実践状況  

カリキュラム編成における、必修・選択の量的配分の適切性、妥当性

２）カリキュラムにおける高・大の接続 

学生が後期中等教育から高等教育へ円滑に移行するために必要な導入教育の実施状況 

３）カリキュラムと国家試験 

国家試験につながりのあるカリキュラムを持つ学部・学科における、カリキュラム編成の適切性 

４）授業形態と単位の関係 

各授業科目の特徴・内容や履修形態との関係における、その各々の授業科目の単位計算方法の妥

当性 

５）単位互換、単位認定等 

国内外の大学等での学修の単位認定や入学前の既修得単位認定の適切性（大学設置基準第 28 条第

２項、第 29 条） 

６）開設授業科目における専・兼比率等 

全授業科目中、専任教員が担当する授業科目とその割合   

Ⅱ-579



 

兼任教員等の教育課程への関与の状況 

 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

Ⅱ-580



 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-581



 

 

１）教育効果の測定 

教育上の効果を測定するための方法の有効性

卒業生の進路状況

２）成績評価法 

厳格な成績評価を行う仕組みと成績評価法、成績評価基準の適切性

Ⅱ-582



 

履修科目登録の上限設定等、単位の実質化を図るための措置とその運用の適切性 

各年次および卒業時の学生の質を検証・確保するための方途の適切性 

３）履修指導 

学生に対する履修指導の適切性 

留年者に対する教育上の措置の適切性 

Ⅱ-583



 

４）教育改善への組織的な取り組み 

学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための組織的な取り組み（ファカル

ティ・ディベロップメント（FD））およびその有効性 

Ⅱ-584



 

シラバスの作成と活用状況 

学生による授業評価の活用状況

５）授業形態と授業方法との関係 

授業形態と授業方法の適切性、妥当性とその教育指導上の有効性 

多様なメディアを活用した授業の導入状況とその運用の適切性 

Ⅱ-585



 

「遠隔授業」による授業科目を単位認定している大学・学部等における、そうした制度の運用の

適切性 

 

＜目標の達成度＞ 

＜長所としてあげられる事項＞ 

Ⅱ-586



 

＜改善が必要な事項＞ 

 

＜長所の伸長方法＞ 

＜問題点の改善方法＞ 

Ⅱ-587




